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広 報
.2面…残土条例を施行します

.3菌・・・竹飾りコンクール開く

・4面 6月は環境月間です

.5画一.7月12日に参議院選挙

主 な 内 容

lベルマーレを通して考える 1
サッ力ーの大会というより、日本中を巻き込んだ社会的イベン卜となっ

た感のあるワールド力ツプフランス大会。ベルマーレ平塚からも4選手が

出場しています。そこで今回は、だれでも気軽にスポーツを見たり、楽し

んだりできるまちづくりを、ベルマーレ平塚を通して考えてみます。

{ーは I一、ー¥..(eJ:ボフノアイアで
ベルマーレ平塚のホームゲームでは、

スポーツボランティアが活躍しています。

'97年のシーズンでは延べ1.158人 が 入場券

のもぎりや席の案内、清掃などに携わり

ました。「今年は一度も休んでい慈し'Jとい

う飯島真紀さんに聞きました。

「年齢や職業もまちまち。ボランティア

芯んて緑がたEかったという人もいますJ
「知り合いが増えました。みんなで一つの

ことをやっているとい う充実感が最高で

すJi住んでいるだlブだった平塚にいる時

聞が増え、地元の情報にも詳しくなりま

したJi2002年に日本と韓国で聞かれるワ

ールド、カップには、仲間と一緒にボランテ

ィアとして参加で‘きればと思っています」。

Jリー グでは、 各クラブのスタジア

ムを中心とする地域を 「ホームタウン」

と呼んでいます。この言葉には、「そこ

に住む人々がスポー ツで人生を楽しめ

るようなまちづくりを進めていきたい」とい う思いが込められて います。その

理念に基づき平塚市では、サッカーを一つの核として、スポーツが楽 しめるま

ちづくりをベルマー レ平塚とともに進めています。

今年度スター 卜した改訂新平塚市総合計画では、重点目標のーっとして 「さ

わやかスポーツリフ レッシ ュ プラン」 を掲げ、その中で「ベルマーレ平塚を通

じたスポーツ文化の創造」をうたっています。 そこで、私たちのまちづく りに

ベルマー レ平塚はどんな窓昧を持つのか 3組の方々にお聞きしました。

ホームタウンとは

fきつ力、ItJを提供します

顧問の川崎登先生{右)と
部長の杉浦康平さfv

伸筒からJリーガーを
ベ ルマー レ平塚の地域コミュ二ティ担当

が市内の中学校 を巡回指導しています。春

日野中 学校サッカ一部で聞き ま した。

顧 問の川崎先生は 「校庭や生徒に合わせ、

練習メニューも 話し合ってくれ ます。 ポイ

ントを見扱 くセンスはさすが。昨年 は地区

の大会にも来てくれま した。他市の先生か

らは 『平塚のサッカーは変わってきてるね』

といわれま したJ。部長の杉浦さん は 「プロ

のコーチに教われる し、ボール ボーイと し

て Jリー ク専の試合も間近で見られる し、参

考 に なります。完本でやってくれたフ リー

キックは、すごか った。今年は 4回来ても

らう予定です。もっと来てもらって、いろ

いろ教わり7といです。将来、仲間か らJリ

ーガーが生 まれればいい芯って思います」。

ベルマーレ平塚「地域コミュ
ニティ担当」の野村買さん 〈左)
と森正明さん

平塚競技場で一緒にベルマー レ平

塚に声援を送ってみませんか。応援

することで、だれでも i12番目の選

手 (サポーター)Jになれるんです。

ベルマ ーレ平塚の試合は、サッカーを通して家族や友達、地域の人々砿どと交

流できる場でもあります。 Jリーグ 18tステー ジは、ワール ドカップ後の 7月

25日に再開します (対横浜マリノス ー平塚競技場)。入場券忽どのお問い合わせ

は、 スポーツ振興財団 (ft35-Dl02)へ。

競技場ヘ行こう

前鳥座が高山市で公演
一作fミイト形を三人がl呼吸 を合わせて採

り、浄硲璃を演じる相模し人形芝居。その伝

統を守る四之宮の就品座を取材しました。

取材は鈴木久美子さん(桜木町)

先
月
十
八
日
、
岐
阜
県
高
山

市
で
開
催
さ
れ
た

「第
六
園
地

.

域
伝
統
芸
能
全
国
フ
エ
ス
テ
ィ

'

パ
ル
」
で
公
演
し、

大
好
評
を

し

U

博
し
た
地
元
平
塚
の
相
模
人
形

ハ

芝
居

「前
烏
座
」。

次
の
公
演

ー

を
控
え
、
打
ち
合
わ
せ
や
練
習

4

で
お
忙
し
い
中
、
座
長
の
田
辺

.

進
さ
ん
、
副
座
長
の
高
梨
繁
さ

.

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
1

.

こ
の
人
形
芝
居
は
己
裂

の

.

伴
奏
で
、
ね
あ
と
い
、っ歌
い
手

・

が
語
る
中
、

三
人
で
人
形
を
操

・

り
、
芝
居
を
す
る
も
の
で
す

0

・

こ
の
芸
能
は
江
戸
時
代
中
期
か

・

ら
四
之
宮
地
区
に
伝
わ
る
も
の

・

で
、
前
烏
座
は
県
指
定
無
形
民

・

俗
文
化
財
、
市
重
要
無
形
文
化

.

財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

-

第
二
次
世
界
大
戦
で
活
動
が

.

途
絶
え
た
も
の
の
、

人
形
や
道

.

兵
な
ど
は
残
り
ま
し
た
。
戦
後、

.

指
導
者
も
な
い
状
態
か
ら
手
探

'

り
で
伝
統
芸
能
の
復
活
が
始
ま

い

り
ま
し
た
。
「本
当
に
何
も
分

ー

か
ら
な
か
っ
た
。
練
習
す
る
に

も
、
み
ん
な
仕
事
を
持
っ
て
い

る
の
で
集
ま
る
だ
け
で
も
大
変
」

「
一二
人
で

一
体
の
人
形
を
操
る

の
で
息
が
ぴ
っ
た
り
合
わ
な
い

と
」。
こ
れ
ま
で
大
変
な
ご
苦
労

が
あ
っ
た
そ
う
で
、
そ
れ
ら
の

数
々
を
杭
和
な
表
情
で
語
る
お

二
人
で
し
た
。
今
で
は
年
に
十

回
程
度
の
公
演
を
こ
な
し
、

県

内
だ
け
で
な
く
、
依
頼
さ
れ
て

全
国
各
地
に
足
を
述
ぶ
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。

お
二
人
が

「本
当
に
気
心
の

知
れ
た
楽
し
い
仲
間
」
と
語
る

座
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
二
十
四

人
で
す
。
気
掛
か
り
は
後
継
者

不
足
と
の
こ
と
。「

一
人
で
も

多
く
の
方
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
後
継
者
に
」
と
の
患
い
か

ら
、
夏
休
み
に
は
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
芝
居
を
見
せ
た
り
、

実
際
に
人
形
の
繰
り
方
を
教
、
え

た
り
も
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

前
烏
座
は
七
月
五
日
の
日
曜

日、

中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
る

湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
郷

土
芸
能
大
会
に
出
演
し
ま
す
。

「こ
の
機
会
に

一
人
で
も
多
く

の
方
に
見
て
い
た
だ
き
、

前
烏

座
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と

お
二
人
。
取
材
中
に

「こ
の
人

形
芝
居
は
四
之
宮
の
財
産
で
す
」

と
い
わ
れ
た
一言
葉
に
、
伝
統
芸

能
を
守
っ
て
お
ら
れ
る
熱
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

• 

ベルマーレ平塚では「地域 コミュニテ ィ

担当」を設 けています。子どもたちにサ ッ

力ーの楽 しさを 伝えた り、 地域の 人々 とふ

れあったりして 「ホームタウンj の理念を

実現させていく ことが目的です。 現在、元

日本代表選手の野村貢さんと森正明さんが

地域に密着 した活動を展開しています。お

二人 に 伺いまし た。

「体を動かしたいけれど、場所も機会も

ない。そんな女性を対象に『ボールと友達

こなろう』という講習 会を始めました。ブ

ロの コーチがそん なことを、と思われるか

も知れませんが、スポー ツに縁の芯かった

人たちに参加してもらうととが大切なんで

す。商j苫街対抗のフッ トサル (5人制のサ ッ

カー形式のスポーツ〉大会を聞いたり、 FM湘南ナパサに出演 した りして、ス

ポーツを楽 しむ 『き っかけ』を提供 していますJi学校 を卒 業した らスポーツ

に親しむ機会がなく怠 ってしまうようでは、豊か な社会とはいえませ ん。選手

の育成だけで芯く、健康づく りや レクリ工ーションにサッ力ーを活用していき

たい。そのためには常設のフッ トサルコー トなど 『拠点』がほ しいですねん

※講習会などは随時 「広報ひらつか」 でご案内しています。

高 山市 での公演で。 (円内 左 は 田 辺
座長、右は高梨 副 座長)

• •• • • • • •• • • • • • • • •• • • • • 
〈平家市の人口と世帯・平成10年5月1日現在〉・人口254，214(+381)・世帯91，536(+526)※かっこ内の数字は前月比 食広報ひらつかは再生紙を使用しています
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最
近
、
土
屋
地
区
な
ど
市
内
西
部
の
埋
立
て
な
ど
を
規
制
し
、
良
好
な

の
丘
陵
地
域
と
そ
の
周
辺
で
辿
設
残
円
然
環
境
や
生
活
関
悦
の
保
全
お
よ

土
な
ど
が
無
秩
序
に
用
立

て

ら

れ

、

ぴ

k
砂
の
流
出
な
ど
の
災
科
防
止
を

自
然
環
境
や
生
活
環
境
が
そ
こ
な
わ
目
的
と
し
た
条
例
を
施
行
し
ま
す
。

れ
始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
土

地

施

行

後

は

、
市
内
で

一
定
規
棋
以

2

・剛・・剛・・剛・・剛・
・酬・・酬・・剛・・酬・・剛・

A
V

帽・・酬
・・同・・剛・・剛・・同・・酬・・嗣・・嗣・・剛'・
欄・・酬・・酬・・柵

A

，.

個
人
住
民
税
の
特
別
減
税
が

平
成
十
年
度
分
の
例
人
住
民
税
の

特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

マ
特
別
減
税
額

減
税
さ
れ
る
額
は
、
次
の
額
の
合

計
額
で
す
。
た
だ
し
、
特
別
減
税
前

の
個
人
住
民
税
の
所
枠
制
組
の
合
計

制
が
限
度
で
す
。

(例)本人(給与所得者)と扶禁親族2人で、年間の個

人住民税の所得割額が100，0∞円の方の場合

減税後の個人住民税の所得制額

減税前の個人住民税の所得割額 1∞.(XXl同
特別減税額(本 人) 17.α】日円

11 (扶養親族2人) 17，(0)円(8.500円x2)

66，α氾円

減税後の個人住民税の所得劃額を7月から来年5月

までの11か月で納めてください。

-
本
人
:
・

一
万
七
千
円

・
控
除
対
象
配
偶
新
ま
た
は
扶
必
親

族

(
一
人
に
つ
き
)
:
入
千
五
百
円

マ
実
施
方
法

〈
給
与
所
得
者
(
特
別
徴
収
)
の
場
合
)

六
月
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特

別
減
税
後
の
年
税
額
を
七
月
か
ら
来

年
五
月
ま
で
の
十
一
か
月
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

〈
公
的
年
金
受
給
者

・
事
業
所
得
者

な
ど
(
普
通
徴
収
)
の
場
合
)

七
月
(
第

一
期
)
に
納
税
す
べ
き

個
人
住
民
税
か
ら
特
別
減
税
制
を
控

除
し
ま
す
。
第

一
期
で
控
除
し
き
れ

な
い
分
に
つ
い
て
は
第
二
期
以
降
で

控
除
し
ま
す
。

マ
証
明
官官
の
交
付

個
人
住
民
税
の

課
税
証
明
性
な
ど
は
、

7
月
1
日

(水
)
か
ら
交
付
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
税
課

(内
線
2
6
9)

へ
。

規
需。

上
の
埋
立
て
な
ど
の
工
事
を
す
る
場

合
は
、
事
前
に
市
長
の
許
可
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
し
た
場

合
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五

十
万
円
以
下
の
罰
金
が
か
せ
ら
れ
ま

す
。

。
「
埋
立
て
等
」
と
は

土
砂
、
砂
利
、
岩
石
な
ど
に
よ
る

七
地
の
埋
立
て
、
雌
七
ま
た
は
そ
の

た
い
樹
、
切
土
を
い
い
ま
す
。

O
規
制
の
対
象

-
埋
立
て
る
土
地
の
面
積
が
五
百

平
方
訂
以
上
と
な
る
も
の

2

五
百
平
方
針
朱
満
の
土
地
で
あ

っ
て
も
隣
接
地
を
一
年
以
内
に
埋
立

て
る
場
合
に
令
計
し
て
五
百
平
万
M

以
ヒ
に
な
る
も
の

3

埋
立
て
な
ど
の
刊
さ
が

一
計
以

上
で
そ
の
丑
が
五
百
立
万
訂
以
上
と

な
る
も
の

。
許
可
の
基
準

1

森
林
法
や
民
地
法
に
該
当
す
る

場
合
は
、
川
法
に
越
づ
く
杵
可
を
受

児
童
手
当
の
現
況
届
は

児
賞
手
当
や
特
例
給
付
を
受
け
て

い
る
方
は
、
郵
送
で
お
送
り
し
た
現

況
届
を
六
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
さ
れ
な
い
と
六
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児品
川
一手
当
は
、
三
成
未
満
の
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
で
、
前
年
の
所
得
が

決
め
ら
れ
た
制
限
内
の
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
今
年
度
は
、
所
得
制
限
額

の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

支
給
額
は
、
第

一
子

・
第
二
子
が

月
額
五
千
円
、
第
三
子
以
降
が
月
傾

住
民
実
態
調
査
が

み
な
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
考
え

方
な
ど
を
質
問
形
式
で
お
伺
い
し
、

市
の
施
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、

住
民
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
約
三
千
人
の
万
々
は
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

十
六
蹴
以
上
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
ま
す
。
対
象
と

な
っ
た
方
今
に
は
、
六
月
下
旬
に
調

を
認
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
七
H

月

六
同
(刀
)ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

予
選
ぬ
か
か
る

敏
感
さ
働
側一
一

一
万
円
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

児
童
福
祉
課

(内
線
2
1
6
)
へ。

幼

稚

園

の

保
育
料
を
減
免

幼
稚
問
児

(三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
)

の
い
る
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
、
所
得
状
況
に
応
じ
て
入

図
料
や
保
育
料
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
、
各
幼
稚
園

か
ら
配
ら
れ
る
申
出
舎
を
杭
接
幼
稚

園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
で
幼
稚

E傾aM直面E緬ID.IJ:首~I・
RI芯花火のシーズンですが、取

り扱い上の不注意から火災芯ど

の事故が毎年発生しています。楽

しく花火で遊ぶために;欠のこと

を守ってくだ古い。

1 花火に岳いてある遊び方を

よく読んで必ず守る。

花火を人や家に向けたり、燃

えやすい物のある場所で遊

んだりしない。

風の強いときには、花火で

遊ば芯い。

必す水を用意して、大 人 と

一緒に遊ぶ。

一度にたくさんの花火に火

をつけない。

火のつ いた花火を振り回さ

ない。
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e 
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a・.. 
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市
民
活
動
団
体
の

調
査
に
ご
協
力
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
活
動

内
容
や
課
題
の
調
査
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
団
体
を
器
保
し
ま
す
。
別
U
A
A

結
川市
は
市
民
活
動
を
位
進
す
る
た
め

園
児
(
平
成
4
年
4
月
2
口
1
平
成

7
年
4
月
1
日
生
)
が
い
る
保
護
者

マ
所
得
状
況
お
よ
び
減
免
額

(所
得

割
額

・
減
免
額
は
予
定
額
で
す
)

〈私
立
幼
稚
聞
に
通
っ
て
い
る
場
合
)

①
生
活
保
護
附
帯
ま
た
は
市
民
税
非

課
税
批
州
市
:
・
年
額
十
三
万

一
千
五
百

円金

巾
民
税
所
得
割
額
が
非
謀
税
の
世

帯
・--
年
額
十
万
円

@
巾
民
税
所
得
制
額
が

一
万
六
百
円

以
下
の
叶
一
倍
:
・
年
額
七
万
七
千
二
百

円@
市
民
税
所
得
制
額
が
十
二
万
六
行

円
以
下
の
世
帯
・E

-

年
額
五
万
四
千
三

百
円

〈
市
立
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
場
合
〉

生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
お
よ
び
市
民
税
所
得
訓
額
が
非

課
税
の
世
帯
:
・
年
傾
二
万
円

2 

3 

4 

5 

け
ま
た
は
属
け
出
を
し
て
い
る
こ
と

2

次
の
よ
う
な
必
要
な
措
世
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

φ
凶
然
環
境
の
保
全
措
置

②
生
活
環
境
の
保
全
措
置

③
土
砂
な
ど
の
流
出
に
伴
、つ
防
災

ま
た
は
安
全
上
の
措
置

@
埋
立
て
や
土
砂
の
搬
送
時
の
事

故
防
止

。
許
可
申
請
手
続
き

埋
立
て
な
ど
の
許
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
は
、
事
業
主
の
氏
名
、

訪
舎
に
、
関
係
性
類
を
添
え
て
申
請

住
所
の
ほ
か
、
埋
立
て
な
ど
の
目
的
、

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

埋
立
て
に
か
か
る
区
域
の
位
置
、
商

O
問
い
合
わ
せ
先
環
境
政
策
課

和
、
土
砂
な
ど
の
祉
を
記
載
し
た
中

(内
線
3
3
0
)

マ
調
官
官
事
項
「
み
ん
な
で
親
し
む

水
辺
と
み
ど
り
」
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課

(内

線
3
4
8
)
へ。

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

マ
対
象
市
民
活
動
を
し
て
い
る
団

体

(ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
合
む
)

マ
応
募
方
法
屯
訴
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
団
体
名
、
調
貸
契
郵
送
先
の
住

所
、
氏
名
を
市
民
活
動
推
進
課

(内

線
5
9
6
・

mお
1
9
4
6
7)

へ

ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

マ
締
め
切
り

6
H月
初
日
(火
)

な
お
、
今
年
の
一

月

一
日
現
在
、

市
外
に
住
ん
で
い
た
方
で
該
当
さ
れ

る
方
は
、
申
出
替
に
課
税
証
明
性
を

添
え
て
、
七
月
十
七
日
(
金
)ま
で
に

学
務
課
笠
原
分
史
官

IG
餌

1
階
)

へ
直
接
申
制
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

学
務
課

(内

線
5
6
5)
へ
。

臨
時
市
議
会
の
結
果

平
成
十
年
第

一
回
臨
時
市
議
会
が

五
月
卜
五
日
に
聞
か
れ
、
平
塚
市
市

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
ほ

か
二
議
案
が
承
認
さ
れ
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(盛
田
小
学

校
校
舎
改
修
工
事
)
ほ
か
一
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
韓
会
事
務
局

(内
線
3
6
9)
へ
。

6 

休日でも住民票がとれます我が家の防災対策を確認く連載⑧〉

平塚駅北口MNピル10階にある駅前市民窓口センターでは、土-日

曜日や祝日も「住民票の写し」などの市の諸証明を発行しています。

身近な地域の状況を
よく把握しておこう

J L_..一一一 Jl 
四つ角

ーi I~両日百レ; 1r-
i「J--E i

L了l占 |
パス ーー 」

竺屋ー ターミナル交番 i

i 平塚駅北口 l 

。利用できる時間 午前9時~午後5時

。休み 毎月第3日曜日と年末年始

。取り級う証明など 住民顕の 写し、印

鑑登録証明書、住民票記蹴窃項証明雷、

年金現況届証明、母子健康手帳の交付、

公共施般の利用申し込み(休日に戸籍

謄 ・抄本の予約申請を受け付け、後日

郵送するサー ビ.スもあります)

。 問 い合わせ先市民課(内線232)、また

は駅前市民窓口センタ -n22-1001

災笹による被害状況は、地

成によ って呉なります。

向分がどのような地域に

住んでいるか、日ごろ か ら

硝認しておきましょう。

特に、 6月は梅雨の時期

でもあり、がけ地な ど で は

地熊がゆ るんで土砂 災 容 が

発生 しやすくなるので注意

しましょう 。

。担当防災課(内 線143)

市政に対すると意見やと提案をお気軽にお寄せください。

。市長 への手紙 郵送料市負担の手紙。公民館などの公共施設にあります

O忽 でしとファクス 送信料市負担のファクス。番号は0120-704589 

を市政に
広報広聴課広聴担当(内線355)

「声jあなたの
。担当



回

第
四
十
八
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕

ま
つ
り
が
い
よ
い
よ
来
月
三
日
か
ら

開
催
さ
れ
ま
す
。

七
夕
ま
つ
り
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
が
竹
飾
り
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

駅
前
中
心
商
届
街
な
ど
を
対
象
と
し

た
全
市
の
部
、
全
市
夜
長
の
部
を
は

じ
め
、
子
ど
も
会
の
み
な
さ
ん
や
地

域
の
み
な
さ
ん
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
地
区
別
の
部
が
あ
り
、
各
部
門
ご

と
の
入
賞
者
を
表
彰
し
ま
す
。
和田
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

マ
受
け
付
け
場
所
市
民
税
課

(市

詳
所
1
階
③
番
窓
口
)

マ
受
け
付
け
時
間
午
前
8
時
ぬ
分

1
午
後
5
時

(土

・
日
曜
日
は
除
く
)

マ
締
め
切
り

6
月
初
日
(
金
)

竹飾りコンクール
参加者を募集 f

な
お
、
応
募
作
品
は
、
七
月
三
日

(金
)
(
荒
天
順
延
)
に
務
査
し
、
審

恋
翌
日
の
正
午
に
入
立
者

一
覧
表
を

官
士
銀
行
平
塚
文
席
前
に
掲
示
し
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
税
課

(内
線
2
6
7)

へ
。

銀
河
口
マ
ン
大
賞
ヘ

郵
便
局
で
は
、
七
夕
を
テ
1
マ
に

し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

「銀
河
ロ
マ
ン
大

賞
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

心
温
ま
る
願
い
事
を
、
ぜ
ひ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

マ
応
募
方
法
市
内
各
郵
便
局
、
公

民
館
で
お
配
り
す
る
応
募
用
紙
に
必

要
苧
項
を
記
入
し
、
郵
便
で
一
T
捌
|

附
平
塚
郵
便
局
郵
便
課
七
夕
係

(E

U
l
l
2
0
2
)

へ。

7
月
8
日
の

消
印
有
効

お

学
校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

最
優
秀
賞
に
神
明
中
学
校

お
る立
、， 号 与 11司
、ーー μ''̂' ノu
とを霊
を高
自め主主
的、徒

に学の
、校緑

平のと
成 緑 花
一卜イヒに
年 を 対
j支進す 憲優秀賞の神明中学校の作品
:fEめる テーマは 「ワールドカ ップフランス大会」

予

封
書E
Zて
よ
つ

圭

誓

言

警......
喜.:"・

雲

? 
雲

歪

曇

i 
害
主
芸

i 
主
言

主

主

事

吉

主
歪

= |課て 1EI ~子
2 ~ い話 号 対主ど夏
5 〒る番 号象品も休
2 254小 号 言 は 窃たみ
o I中を ミ 、思ちを)∞31 学明 Z市 正 と利
へ 天 校記 事内志の用

沼まの 主 に 長生 し
7 たう 主 お索活て
| はえ Zイ主 ヂを 、
8交、 ? ま主 体 保

流通 事 い主験育
E 親 学 、フ。す図
25警 し通る で

司
自
認
R
コB
1
J
、
ノ

ポ
ス
タ
ー
と

E
g官
寸
ノ
G
作
文
を
募
集

関
連
機
関
の
活
動
④
地
球
環
境
、
資

源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
問
題
⑤
貧

困
、
食
糧
、
都
市
化
、
人
口
な
ど
の

問
題
⑤
貧
困
根
絶
の
た
め
の
国
際
年
、

日
本
の
国
連
加
盟

ω周
年

マ
対
象
・
規
格

(ポ
ス
タ
ー
の
部
)

・
対
象
小
学
生
以
上

・
規
格
四
つ
切
り
ま
た
は
半
切

〈作
文
の
部
〉

・
対
象
中
学
生

・
規
格
制
字
づ
め
原
稿
用
紙
3
枚

以
内

マ
応
募
期
間

6
月
四
日
(金
)1

7

月
7
日
(火
)

マ
申
し
込
み
方
法

国
連
協
会
平
塚
支
部
で
は
、
国
際

理
解
、
国
際
協
力
を
テ
l
マ
と
し
た

ポ
ス
タ
ー
と
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

マ
内
容

①
軍
縮
と
平
和
②
国
一
際
理

解
と
国
際
協
力
③
国
連
お
よ
び
そ
の

第625号 (1日・ 15日発行)広報ひうっか

住
所
、
氏
名
、

力
ン
ザ
ス
大
学
生
と

交
流
し
て
み
よ
う

平
塚
の
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
カ
ン
ザ
ス
州
ロ
ー
レ
ン
ス
市
。
そ

の
ロ
ー
レ
ン
ス
市
に
あ
る
カ
ン
ザ
ス

大
学
の
学
生
と
歌
や
踊
り
を
通
じ
て

楽
し
く
交
流
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
は

無
料
で
す
。

マ
期
日

6
月
初
日
(
金
)

マ
時
間
午
後
2
時
1
4時

マ
会
場
松
原
分
庁
舎

お
申
し
込
み
は
、
交
流
親
善
課

(宮
お
|

2
5
2
0
)

へ。

学
し
て
い
る
高
校
生
百
二
十
人
で
す
。

将
来
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
仕
事

司

Fなカ
し
つ

忙
や

大
お

守
A
F

寸
A
F

7

次
マ
の

生
ね

校
ん

高
ね

に
就
職
し
た
と
き
や
子
ど
も
が
生
ま

れ
た
と
き
の
た
め
に
保
育
笑
習
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
程

・
説
明
会

7
月
泣
日

・
実
習
日

7
月
お
日
、

M
口
と
幻

自
1
m日
の
5
日
間

・
修
了
式

7
月
初
日

マ
実
習
場
所
市
内
部
か
所
の
市
立

お
よ
び
私
立
保
育
闘

マ
申
し
込
み
先
児
童
福
祉
課

(市

役
所
1
随

ω番
窓
口
・
内
線
2
1
5)

マ
締
め
切
り

6
月
M
日
(水
)

壇
コ
ン
ク
ー
ル
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

(参
加
入
校
)

マ
最
優
秀
賞
判
明
中
学
校

マ
優
秀
賞
城
島
小
学
校
、
な
で
し

こ
小
学
校

マ
優
良
賞
崇
普
小
学
校
、
花
水
小

学
校
、
八
幡
小
学
校

マ
努
力
賞
金
田
小
学
校

「
第
九
」
ソ
リ
ス
ト

を
募
集
し
ま
す

十
二
月
に
市
民
セ
ン
タ
ー
で
演
奏

す
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「第
九
」
の

ソ
リ
ス
ト

(ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、

テ
ノ
ー
ル
、
パ
ス
)
を
募
集
し
ま
す
。

マ
選
考
会
日
時

9
月
ロ
日
(
土
)午

後
1
時
か
ら

マ
選
考
会
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
市
内
お
よ
び
隣
接
す
る
市

町
に
お
住
ま
い
の
方
ま
た
は
平
成
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方

お
申
し
込
み
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー

屋体み態。む@昌ヘ
びわ青少年の家(土 屋)の夏休みの利用団体を募集

しています。平田とお盆の時期には、まだ空 きがあり

ます。呈主力、広自然に恵まれたびわの青少年の家で、 夏

休みの楽しい思い出をつくりませんか。最長2泊38ま

で利用できます。

1>対象 市内にお住まいの小・中学生で構成される10
人以上の団体

1>定員 宿泊棟印人、キャンブ場 80人(宿泊の場合)

お申し込みは、青少年会館(:d:32-7029)へ。

内
湘
南
ひ
ら
つ
か
第
九
の
つ
ど
い
実

一
宮
委
員
会

(宮
詑
|
2
2
3
5
)

へ。

マ
締
め
切
り

7
月
白
日
(金
)

マ
参
加
料

五
千
円

親
予
初
人
を
広
島
へ

広
島
で
聞
か
れ
る
平
和
記
念
式
典

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
親
子
二
十
人

を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は、

平
和
の
押
さ
、
大

切
さ
を
学
び
伝
え
て
い
く
た
め
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
現
地
で
は
平

和
施
設
を
見
学
し
た
り
、
体
験
談
を

聞
い
た
り
す
る
予
定
で
す
。

対
象
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
小

学
校
凶
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
ま

で
の
児
輩

・
生
徒
と
そ
の
親
十
組

(二
十
人
)
で
す

(抽
選)。

マ
日
程

〈事
前
打
ち
合
わ
せ
会
〉
7
月
日
日

〈広

ndJ派
遣
)
8
月
4
日
1
6
日
、
車

中

一
泊
、
宿

一
泊

〈事
後
ま
と
め
会
)
8
月
幻
自

マ
参
加
料

一
万
六
千
円

(親
の
み
)

お
申
し
込
み
は
、
六
月
二
十
五
日

ま
で
に
電
話
で
総
務
課

(内
線
6
6

5
)

へ
。

ぴわの呈lまわくわくドキドキでいっぱい !

Welι‘)l1le ~平塚市の国体サポーター~

ふね窃いサボーター巴~~SlOO入鼓童ONEEARTH TOUR E跡
かな がわーゆめ国体平塚市実行委員会で、「ふれ愛サボ

ーター 」 を 募 集 し た と こ ろ、2，300人 を超える市民のみな

さんか ら応募がありました。

この「ふれ愛サポー タ ー」は、ゆめサポ 'て~'iミ."~ L・/.，.....ニ三
ー タ一、フラワ ーサポー タ一、フ ォトサポ".-，-三.44・4之内 .ん

:正月..~'，-，:，-: ~. ....也、;;'41膜~-~-そ!"F;.

ーターに次ぐ 4つ自のサポーターです。

「ふれ愛サボーター」にはマスコッ ト

「かなべえ風見知Jを自宅の門や庭に設置

したり、匡lイ本ノ守ンフレットを常1Jitiしたり

して、国体を PR していただいています。

O問い合わせ先 国体推進課 (内線154)

くかながわ・ゆめ国体秋季大会〉平成10年10月24日-29日

市民センターく〉会場

。 入場料 (会席指定) 3.000円

。 前売り入場券 6月21日(日)

午前10時 か ら市民センタ一、

チ ケットぴあ(長11崎屋51街)、

チケットセゾン(ラスカ東側)、

ヤン レイ レコード、稲元 屋 楽

器庖で発売

※未就学児はご逃l叡ください

。 電話予約 6月23日(火)午前81時30分から市民センタ ーで受け付け

0問い合わせ先 市民センタ一宮 32-2235 

9月15日(祝)
午後 6時開演

く〉日時

今 年の七夕まつりは7月3日(金)かう7日(火)まで開かれます。この七夕まつりに彩りを添

えるミ ス七夕3人 が6月7日に決ま りま した。

。 出川 沙 織 さん()11崎市)、 O吉 川純 恵さ ん()11崎市)、 <>)11田諒子さん(平塚市〉

プ ロフィー ル砿どは、広報ひらつか7月1日号でお知らせします。

ミス七夕決まる
商業観光課(内線687)。担当



国平成10年6月15日
電話23・11 1 1・35・1111平壕市役所

集

ぐできること、それは・.. 

地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
大
量
に
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
、
失
わ
れ
る
自
然
:
:
:
。

環
境
問
題
は
日
増
し
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
私
た
ち
の
吾
ど
も
や
孫
の

世
代
に
、
安

ωし
て
暮
ら
せ
る
笠
活
環
境
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
問
題
を
解
決

し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
一

人

一
人
が
環
境
問
題
を
身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
地

域
か
ら
、

そ
し
て
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
令
月
は
環
境
月
間
で
す
。

令
す
ぐ
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
似
が
け
で
す
。

線 4惨 きお一一一一一一十 品一一」入 の屯さの O 類を
2 間 取設 w_置置房言込ι却圃・圃しま容球いで次そ 」 あ
3 い つ ま 圃圃・Eよ車竺tZZ司・たた器ゃ: 、のののけ

ば玲~二多国南白主義緊奪あ 他 お
せι警_.....~-~ i)冒子軽量R写三件 字義
先 つ伺・・.圃~ -'1主 司 I仰

環マ雰_ r. '1包特例Z7 U 
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(t，cP，マ をび集め 線 マ 302て屯ママ謀マ間合 ・合マに 聞は境海漁ピ 35嘉
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雨
の
日
は
要
注
意

資
源
ご
み
の
出
し
方
を
再
確
認

資
減
ご
み
は
、

「分
別
」
と

「出
し

左
が
命
で
す
。
資
槻
と
な
っ
て
生
き

返
る
か
、
た
だ
の
ご
み
に
な
っ
て
し
ま

う
か
は
、
ご
み
を
出
す
と
き
に
決
ま
り

ま
す
。
私
た
ち

一
人
一
人
が
か
け
た
小

さ
な

「手
間
」
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
、
ご
み
処
理
費
用
を
減
ら
し
ま
す
。

ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た

n時
・
場
所

に
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
み
を
運
ぶ
の
に
使
っ

た
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
は
、
持
ち
帰
っ
て

燃
せ
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
を
出
す
日
時
や
分
別
の
仕
方
な

ど
は
、
向
治
会
を
過
し
て
み
な
さ
ん
の

ご
家
庭
に
お
配
り
し
て
あ
る

「資
淑
再

生
ご
み
の
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や

「家
庭
ご
み
の
出
し
方
ポ
ス
タ
ー
」
、
「
年

間
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
ご
希

望
の
方
は
、
環
境
業
務
課

(内
線
2
3

9
)
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

分別の達人に

牛乳パック、紙箱など

す。新聞の折り込み広告は雑誌類に。

を、ラップの箱はカッターをとる

て出す。名刺以上の大きさならOK

油のついた紙、ワープロ忽どの感熱紙、

‘紙おむつなど(いずれも燃せるとみに) 。
布
類

布
類
は
雨
に
ぬ
れ
る
と
資
源
に
な
り

ま
せ
ん
。
布
類
は
必
ず
天
気
の
良
い
臼

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

程
度
の
良
い
衣
料
品
は
外
凶
で
そ
の

ま
ま
使
わ
れ
ま
す
。
ボ
タ
ン
な
ど
は
取

り
外
さ
ず
に
山
し
て
く
だ
さ
い
。

。
牛
乳
パ
ッ
ク

雨
の
日
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三
十
枚
で
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
四
、

五
個
に
な
灼
手
品
す
。
洗
っ
て
、
開
い
て
、

乾
か
し
て
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
へ
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
は
外
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
側
に
ア
ル
ミ

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
あ
る
も
の
は

「燃

せ
る
ご
み
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
金
属
類

自
転
車
に
は
必
ず

「資
椋
ご
み
」
と

表
示

(は
り
紙
)
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
は
、

①
完
全
に
使
い
切

杓

φ
火
の
気
の
な
い
安
全
な
坊
所
で
穴

かま、鉄くすなど

[刃物」と表示する。かみそりゃ針は缶に入

大きな缶はつぶして出す

ぬいぐるみなどは燃せるとみに

、ざi~ïとんくらいの大きさに切っで燃せる

(申し込みは環境業務課)へ

スポンジ花王ど

ペットボ1 トル、洗面器など厚

イツク類、小型電気器具、恒球、蛍光灯花王ど

遊
漁
船
に
乗
っ
て

海
を
観
察
し
よ
う

-16時

。育児相談 (来所) 毎週水

曜日9時30分-10時30分

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

ft36-6013 
子育て相談室

館
央
民

中
公錦口

刷
、子

ど
も
教
育

園

・

絹
駁
セ
ン
タ
ー
.

ト
民
ン

市
セ

。来所 毎週月~金曜日10時

-17時

く〉電話 毎週月~土曜日9時

-17時(第2・第4土曜日

を除く)

。子どもの発育 ・発達の相設

.毎週月・水・金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

-毎週月~金曜日 9時30分~

16時

療育相談室
(豊田分庁舎)

ft . FAX32 -2738 

8時30分-17時

く〉ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分-17時

。結婚 毎週日曜日10時-15

時(第3日曜日は除く)

く〉母子 毎週月~金曜日9時

-16時

。家庭児童 毎週月~金曜日

9時-16時

く〉婦人 7月9日(木)10時-15

時

国道134号

いての相談)毎週月~金曜

日10時-17時

く〉ヤングテレホンn33-7830

(子ども ・青少年専用ダイ

ヤル)毎週月~金曜日10時

-18時30分(土曜日は13時

-18時30分)

福祉会館

。消費生活

-16時

く〉手話案内 毎週金曜日9時

-12時30分

。建築設計・耐震 6月15日

(月)、 7月13日(月)13時~

16時

。高年齢者職業 毎月第1. 3 

火 木曜 日9時-12時

。一般市民 毎週月~金曜日

9時-16時
子育て相談室
(須賀保育園2階)

ft21-7639 

毎週金曜日9時

健康相談
(保健センター)

ft34-0311 

ft33-2333 
く〉専門 (法律、金融、住宅、

保健医療 ーいすれも予約

制)7月9日(木)13時30分~

15時30分

く〉生活支援

青少年相談室
(市民センター2階)

ft34-7311 

※一般法律と健康は予約制

く〉人権 6月16日(火)、 7月7

日(火)13時-16時

く〉行政 6月16日(火)、 7月21

日(火)13時-16時

。一般法律毎週水曜日と毎

月第4木曜日13時-16時

。登記・供託・ 測量 7月10

日(金)13時-16日寺

。住宅新改築 6月16日(火)、

7月21日(火)13時-16時

く〉発明 ・考案 ・特許 7月6日

(月)10時-15時

く〉労働 7月9日(木)、 8月13

日(木)13日寺-16時

く〉下請け取り引き 巡回6月

18日(木)13時30分-16時

。年金・ 社会保蹟・労災 7 

月14日(火)10時-15時

く〉健康 6月15日(月)、 8月17

日(月)9時30分-11時30分

市民相談室
(市役所 1階)

ft23-1111内線293

毎週月~金曜日10時。電話毎週月~金曜日o青少年相談(お子さんにつ
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あ}み:

古

紙

業頁

ぴ

九

類

布

燃せるとみ

金

I罵

資

源

"・.. 
ιー
み

類

7
月
沼
田
(
日
)
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

再

生

対、

~多"，:1勧
誘ゑ

物
協
側
御
物
協
働
一
級
協
例
聞
物
偽
物
句
協

任
期
満

3
に
よ
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
は
、
七
月
十
二
日
(
日
)
で
す
。
4

フ
固
の

選
挙
は
、
神
奈
川
県
選
出
議
員
と
比
例
代
表
選
出
議
員
の
二
選
挙
で
す
。
法
改
正
に
よ
り
、
舎

固
か
ら
投
票
時
闘
が
二
時
間
延
長
さ
れ
午
後
八
時
ま
で
と
な
る
ほ
か
、
不
在
者
投
票
が
認
め
ら

れ
る
事
由
も
緩
和
さ
れ
、
投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
投
票
場
所
に
も
変
更
や
新
設
が
あ
り

ま
す
の
で
、
4

フ
固
か
ら
封
書
で
お
送
り
す
る
「
投
票
の
お
知
ら
せ
(
整
理
券
こ
で
場
所
を
確

か
め
て
か
ら
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

f笠

百一一小

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

(政
党
な

ど
の
名
称
を
啓
き
ま
す
)

A-選
挙
公
報

七
月
八
日
(水
)
ご
ろ
、
新
聞
折
り

込
み
で
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役

所
や
各
地
区
公
民
館
な
ど
に
も
備
え
ま

す
。

-
投
票
の
お
知
ら
せ
(
整
理
券
)

従
来
は

「は
が
き
」
で
し
た
が
、
今

日

マ
7
月
ロ
日

(日
)

投

軍一小

間

時

マ
午
前
7
時
1
午
後
8
時

.
投
票
の
順
序

①
神
奈
川
県
選
出
議
貝
選
挙

(候
補
者

の
氏
名
を
住
き
ま
す
)

一
人
も
棄
権
し
な
い
選
挙
を

第625号 (1日・15日発行)

平
塚
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

富
田
常
菰

広報ひらつか回

回
か
ら
「
封
世
」
で
お
送
り
し
ま
す
。

一
世
帯
一
通
で
、
七
月
初
め
に
郵
送
し

ま
す
。

投
票
所
名
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
一
枚
で

す
の
で
、
切
り
離
し
て
投
票
所
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、

届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し

た
り
し
た
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
只
会

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投

場

pfi 

E
m
 

「投
薬
の
お
知
ら
せ

(整
理
券
こ
の

案
内
図
で
お
維
か
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
と
お
り
投
薬
所
の
変
更

や
新
設
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

マ
第
7
投
票
区

(
変
更
)

須
賀
公
民
館
で
投
票
し
て
い
た
方
は
、

湘
南
パ
ン
ク
港
ベ

イ
サ
イ
ド
ホ
l
ル

に
変
わ
り
ま
す
。

マ
第
口
投
薬
区
(
変
更
)

県
立
平
塚
肴
護
専
門
学
校
で
投
票
し

て
い
た
方
は
、
県
立
平
塚
農
業
高
等

学
校
に
変
わ
り
ま
す
。

マ
第
お
投
禁
区

(変
更
)

県
営
横
内
団
地
集
会
所
で
投
薬
し
て

不在者投票の場所は

N

AHι
ー

木

|

厚至
l

燃せないごみ

線 マ 7 2 て マ
6 問日 8 、応
5 い締 7 郵若手
9 合め O 使方
) わ切)ま法

せりでた
先 ( 環は i主

?肖 13Zフ PFr
環印政ア
境 有策ク氏
聖効謀ス ~
賞 )へ(を

謀 。FAX明
~ 9 36記
内月 | し

選挙人名簿定時登録者数

(平成10年6月2日現在)

※選挙の情報はインター
ネットでもお知らせして
います。アドレスは1面
右上に掲載しています

100.734人
97，663人

198，397人

li 

-警察署

午 ・図書館

博
物
館

-美術館
至総合公園

1
階
第

2
会
議
室

い
た
方
は
、

恒
設
集
会
所
に
変
わ
り
ま

す
。

マ
第
伍
投
票
区

(新
設
)

河
内
、
根
坂
間
地
区
に
お
住
ま
い
の

方
の
投
票
所
は
、

旭
小
学
校
か
ら
旭
北

公
民
館
に
変
わ
り
ま
す
。

ii11lJ 江陽中 l 

iiF11K 

-. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

不
在
者
投
票
が

し
や
す
く
な
り
ま
し
た

法
改
正
に
よ
り、

「不
在
者
投
票
事

由
」
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
当
日

に
仕
事
が
あ
る
方
や
、

レ
ジ
ャ
ー
や
良

い
物
な
ど
の
「
私
用
」
が
あ
る
方
も
不

在
者
投
票
で
き
ま
す
。

「投
票
の
お
知
ら
せ

(整
理
券
こ

が

届
い
て
い
る
方
は
、
整
理
券
も
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

マ
期
間

6
月
お
日
(木
)1

7
月
日
日

(土
)
の
午
前
8
時
泊
分
1
午
後
8
時

マ
場
所
市
役
所
新
館
第
2
会
議
室

(江
陽
中
学
校
北
側

・
右
地
図
参
照
)

問
い
合
わ
せ
先

マ
平
塚
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

宮
(お
)
1
1
1
1
(内
線
4
9
4
)

※
投
票
日
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
に
は

広
報
ひ
ら
つ
か
7
月
1
日
号
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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av -A' 

av -
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av 

因
と
な
る
毒
素
を
作
る
た
め

「腸
管
出
血
性
大
腸
菌
」
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。

Q

感
染
経
路
は

A

0
1
5
7
は
閣
が
口
か

ら
入
る
こ
と
で
感
染

(経
口

感
染
)
し
ま
す
。
予
防
の
た

め
に
は
、

食
べ
物
や
水
な
ど

を
介
し
て
菌
が
口
の
中
に
入

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

0
1
5
7
は、

本
来
動
物
の
腸
管
内
に
住
む

菌
で
す
。
し
か
し
、

家
古
田
や

峨
染
者
の
使
な
ど
を
通
じ
て

汚
染
さ
れ
た
食
品
や
水

(井

戸
水
な
ど
)
の
飲
食
で
、
人

思

込

む

、.. au 

カ
ワ
カ

マ
ス
と
い
う
魚
に
つ
い
て
こ
ん
な
話
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
人
が
カ
ワ
カ
マ
ス
を
捕
ま
え
て
大
き
な
水

梢
で
飼
っ
て
い
ま
し
た
。
え
さ
の
小
品
川
を
入
れ
る

と
さ
っ
と
襲
っ
て
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
る

時
、
水
槽
の
真
ん
中
に
ガ
ラ
ス
を
入
れ
、
カ
ワ
カ

マ
ス
と
小
魚
を
分
け
て
み
ま
し
た
。
気
の
毒
に
カ

ワ
カ
マ
ス
は
好
物
の
魚
が
見
え
て
も
ガ
ラ
ス
に
ぶ

つ
か
り
、
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
次
第

に
水
槽
の
中
央
ま
で
来
て
反
転
す
る
こ
と
を
繰
り

返
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
状
態
が
続
い
た
後、

今
度
は
そ
の
ガ
ラ
ス

望。?
『司 1

5 
7 
っ
て
何
で
す
か

Q 

0
1
5
7
っ
て
何

蕊
答
え

A

大
腸
菌
は

「
O
抗
原
」

と
呼
ば
れ
る
菌
の
成
分
に
よ

っ
て
さ
ら
に
細
か
く
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。
0
1
5
7
と

は
O
抗
原
の
百
五
十
七
番
目

と
い
、Z
M味
で
す
。

大
腸
菌
は
人
な
ど
の
大
腸

に
住
み
、
通
常
は
害
を
与
え

ま
せ
ん
が
、
中
に
は
食
中
毒

の
原
因
と
な
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て

病
原
性
大
腸
菌
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
内、

0
1
5
7

な
ど
は
腸
管
内
で
ベ
ロ
毒
素

と
い
う
出
血
性
の
下
痢
の
原

を
そ
っ
と
取
り
除
い
て
み
た
の
で
す
。
す
る
と
ど

う
で
し
ょ
、
っ
。
カ
ワ
カ
マ
ス
は
ガ
ラ
ス
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
水
槽
の
中
央
で
身
を
ひ
る
が
え

し、

反
対
側
に
い
る
小
魚
を
襲
う
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
す
。

こ
の
話
が
生
物
学
的
に
正
し
い
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

実
在
の
ガ
ラ
ス
で
は
な

く
、
心
の
中
に
作
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
が
カ
ワ
カ
マ
ス

の
行
動
を
制
限
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
は
思
い
込
む
と
い
う
こ
と
で
す
。

「水
槽
の
向
こ
う
へ
は
行
け
な
い
」
と
思
い
込
む

こ
と
で
、
可
能
性
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

思
い
こ
み
は

「向
こ
う
へ
行
く
べ
き
で
は
な
い」

と
い
う
不
文
律
に
な
っ
て
私
た
ち
を
苦
し
め
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

自
分
が
楽
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て

世
界
が
少
し
で
も
広
が
る
よ
う
に
、
思
い
込
み
で

作
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
を
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。
そ
の
作
業
に
伴
う
危
険
と
痛
み
を

引
き
受
け
る
勇
気
を
持
っ
て
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山日間
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

に
も
感
染
し
ま
す
。

Q

感
染
の
初
期
症
状
は

A

一
般
に
は
特
徴
的
な
初

担
袈
は
、
築
後
四
日
か
ら

九
日
後
に
現
れ
る
激
し
い
腹

痛
と
、
下
痢
に
続
く
血
便
で

す
。
吐
き
気
や
お
う
吐
、
発

熱
が
伴
う
こ
と
も
あ

2
ます。

ま
た
、

腹
痛
や
下
痢
は
必

ず
起
き
る
わ
け
で
は
な
く
、

初
期
に
は
風
邪
と
間
違

h

え
や

す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

Q

主
な
予
防
方
法
は

A

①
手
や
調
理
器
具
を
流

水
で
十
分
洗
、
み
四
食
品

(特

に
肉
額
)
は
中
心
ま
で
十
分

に
加
熱
す
る
③
生
肉
が
ふ
れ

た
ま
な
板
な
ど
は
熱
湯
な
ど

で
十
分
消
毒
す
る
④
井
戸
水

な
ど
を
使
っ
て
い
る
場
合
は

衛
生
管
理
を
徹
底
す
る
⑤
生

水
は
で
き
る
だ
け
煮
沸
し
て

か
ら
飲
む
、
な
ど
で
す

0

.
保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
拘

)
0
3
1
1

く〉下痢などの症状がある場合は医療機関にご相談ください。

。症状がなくても心配な場合や、検便などを希望される場合は

県平場保健福祉事務所(豊原町6-21・ft32-0130)へ
0157の相談は

保健センターft34-0311。担当
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